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10
月
28
日
㈫
、
神
様
が
贈
っ
て
く

れ
た
と
し
か
思
え
な
い
様
な
快
晴
の

下
、
教
育
後
援
会
・
卒
業
生
保
護
者

の
会
の
会
員
と
学
院
関
係
者
94
名
が

参
加
し
て
、
バ
ス
３
台
で
「
伊
勢
神

宮
お
か
げ
参
り
・
日
帰
り
の
旅
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
生
に
一
度
は
お
伊
勢
参
り
に
」

と
い
う
の
が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
江
戸
時

代
。「
神
様
か
ら
お
か
げ
（
恩
恵
）

を
も
ら
う
」と
し
て
、「
お
か
げ
参
り
」

と
い
う
言
葉
が
誕
生
し
、
お
か
げ
年

に
は
年
間
５
０
０
万
人
が
お
参
り
に

訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

バ
ス
は
京
都
駅
を
出
発
し
、
秋
晴

れ
の
澄
み
渡
る
空
の
下
、
外げ

く
う宮
に
到

着
し
ま
し
た
。
外
宮
は
「
豊

と
よ
う
け
の受

大お
お
み
か
み

御
神
」
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
て
、

衣
食
住
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
産
業
の

守
り
神
で
す
。
前
日
に
木
枯
ら
し
一

号
が
吹
い
た
と
の
事
で
肌
寒
く
、
遷

宮
を
終
え
た
新
し
い
正
宮
は
凛
と
張

り
詰
め
た
神
聖
な
空
気
感
が
あ
り
ま

し
た
。

外
宮
を
お
参
り
し
た
後
、
内な

い
く
う宮
へ

移
動
し
、
ま
ず
は
岩
戸
屋
に
て
伊
勢

う
ど
ん
と
、
て
こ
ね
寿
し
の
昼
食
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
勢
う
ど
ん
は

普
段
、
私
達
が
食
し
て
い
る
関
西
風

の
う
ど
ん
と
は
違
い
、
太
く
柔
ら
か

い
麺
に
た
ま
り
醤
油
仕
立
て
の
つ
ゆ

を
絡
め
た
も
の
で
し
た
。
モ
チ
モ
チ

と
し
て
い
て
、
新
し
い
食
感
を
味
わ

う
事
が
出
来
ま
し
た
。

昼
食
後
は
内
宮
を
お
参
り
し
ま
し

た
。
内
宮
は
皇
室
の
ご
神
祖
の

「
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
」
を
お
祀
り
す
る
我
が

国
で
最
も
尊
い
お
宮
で
す
。
遷
宮
後

の
内
宮
を
散
策
中
、
何
箇
所
も
あ
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
不
思
議
な
力

を
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。

お
参
り
の
後
は
、
お
は
ら
い
町
・

お
か
げ
横
丁
で
の
自
由
散
策
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
の
レ
ト
ロ

な
建
物
が
移
築
・
再
現
さ
れ
、
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
み
た
い
で
し
た
。

皆
、お
気
に
入
り
の
お
土
産
を
買
い
、

一
休
み
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

お
は
ら
い
町
を
後
に
し
て
松
阪
方

面
へ
移
動
し
、
松
阪
牛
料
理
の
老
舗

「
和
田
金
」
に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

看
板
料
理
の
「
寿す

き
焼
」
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
焼
き
手
さ
ん
が
肉
の
味

付
け
に
、
焼
き
付
け
、
取
り
分
け
と

心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
す
き
焼
き
の
話
に

花
が
咲
き
、
夢
の
様
な
味
わ
い
と
夢

の
様
な
ひ
と
と
き
に
会
員
同
士
飲
ん

で
食
べ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

実
り
多
い
秋
の
一
日
を
過
ご
せ
た

事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
年
６
月
７
日
㈯
に
大
学
学
生

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
教
育
後
援
会
の
総
会
に
お
き
ま

し
て
、
会
長
の
大
役
を
再
び
仰
せ

つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
重
責
に
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
一
年
も
会
員
で
あ

る
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
心
を
よ
り

一
つ
に
し
て
、
追
手
門
学
院
大
学

の
一
層
の
充
実
と
発
展
を
願
っ

て
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

教
育
後
援
会
は
、「
学
生
が
大

学
で
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
」、「
大
学
の

教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
に
寄
与

す
る
こ
と
」
及
び
「
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
諸
事
業

が
学
生
た
ち
の
成
長
を
育
み
、
輝

か
し
い
未
来
に
向
け
た
実
り
あ
る

大
学
で
の
生
活
の
一
助
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に

追
手
門
学
院
大
学
は
、
創
立
50
周

年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
教
育
・
研

究
活
動
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整

備
に
向
け
て
す
で
に
始
動
し
て
お

り
ま
す
。
本
会
も
大
学
と
の
連
携

を
よ
り
深
め
、
大
学
の
一
層
の
発

展
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 会

長　

渡 

辺　

睦 

翁

教
育
後
援
会
長
挨
拶

見
学
懇
親
会
印
象
記

教
育
後
援
会　

委
員

安
田　

友
紀
子
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２
０
１
４
年
６
月
７
日
㈯
午
前
10

時
30
分
よ
り
大
学
学
生
会
館
３
階
大

ホ
ー
ル
に
て
、
２
０
１
４
年
度
教
育

後
援
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。不

安
定
な
空
模
様
の
な
か
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
た
父
母
・
保
護
者

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

教
育
後
援
会
渡
辺
会
長
の
挨
拶
に

続
き
坂
井
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
後
、
２
０
１
３
年
度
事
業
報

告
の
件
を
は
じ
め
と
す
る
７
つ
の
議

案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑷
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
援
助

　

 　

海
外
留
学
準
備
講
座
、
英
語

力
ア
ッ
プ
講
座
、
語
学
検
定
料

等
の
援
助
。

⑸
入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

⑹
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催

　

・ 

２
０
１
３
年
９
月
27
日
㈮
、

春
学
期
末
学
位
授
与
式
終
了

後
、
大
学
食
堂
棟
に
お
い
て

卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

　

・ 

２
０
１
４
年
３
月
24
日
㈪
、

学
位
授
与
式
終
了
後
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に

お
い
て
卒
業
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
。

２　

大
学
へ
の
援
助

⑴ 

学
生
支
援
基
金
の
積
立

　

 　

奨
学
金
制
度
の
充
実
、
課
外

活
動
・
就
職
活
動
・
国
際
交
流

活
動
に
対
す
る
援
助
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
基
金

の
積
立
（
２
０
１
２
年
度
～

２
０
１
５
年
度
）

⑵ 

大
学
50
周
年
記
念
事
業
協
力

基
金
の
積
立
（
２
０
１
２
年

度
～
２
０
１
５
年
度
）

⑶ 

教
育
後
援
会
事
務
の
委
託
に

か
か
る
経
費
補
填

３　

�

家
庭
と
大
学
と
の
連
携
、
会
員

相
互
の
懇
親
を
図
る
事
業

⑴ 

会
報
の
発
行
（
４
月
と
12
月

の
年
２
回
）

⑵ 

「
保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ガ
イ
ド
」
の
発
行

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
・
更
新

⑷ 

保
護
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン

　
２
０
１
３
年
度
事
業
報
告　
　
　

本
会
は
、

１　

学
生
の
福
祉
を
増
進
す
る

２　

教
育
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る

３　

 

大
学
と
家
庭
の
連
携
及
び
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る

を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
３
年
度

は
次
の
事
業
を
実
施
。

１　

学
生
へ
の
援
助

⑴
奨
学
金
の
給
付

　

①
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金

　
 　

修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
困
難
な
学
生
を
援
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
２
０
１
３

度
は
20
名
の
学
生
に
給
付
。

　

②
修
学
援
助
給
付
奨
学
金

　

 　

学
資
支
弁
者
た
る
父
母
ま
た

は
保
証
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に

よ
る
家
計
急
変
の
た
め
に
、
修

学
を
継
続
す
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
と
な
っ
た
学
生
の
学
費

等
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
２
０
１
３
度
は
３
名
の

学
生
に
給
付
。

⑵
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　

 　

課
外
活
動
団
体
の
大
会
出
場

に
か
か
る
諸
経
費
、
学
外
施
設

の
利
用
料
及
び
成
績
優
秀
団
体

へ
の
報
奨
金
等
の
援
助
。

⑶
就
職
活
動
に
対
す
る
援
助

　

 　

就
職
模
擬
テ
ス
ト
（
筆
記
試

験
、
自
己
分
析
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
・
Ｗ

ｅ
ｂ
テ
ス
ト
の
対
策
）
の
受
験

料
の
半
額
補
助
。

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
援
助

⑸ 

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演

会
の
開
催
（
年
２
回
、
内
１

回
は
「
保
護
者
の
た
め
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
実

施
。）

⑹ 

保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
の

開
催
（
学
生
相
談
室
の
企
画
・

協
力
の
も
と
、
年
１
回
開
催
）

⑺ 

修
学
相
談
会
へ
の
援
助
（
年

２
回
）

⑻
見
学
・
懇
親
会
の
実
施

　

 　

10
月
29
日
㈫
、
卒
業
生
保
護

者
の
会
と
共
催
で
滋
賀
県
の
ミ

ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
三
井
寺
の

日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
、

94
名
が
参
加
。

⑼ 

新
会
員
歓
迎
会
及
び
歓
迎
の

お
茶
席
「
桜
の
縁
」
の
開
催

⑽ 

特
別
公
開
講
座
「
お
う
て
も

ん
塾
」
の
開
講

　

・ 

第
１
期

　
　

 

国
際
教
養
学
部
の
歴
史
入
門

講
座
「
ア
ジ
ア
の
歴
史
編
」

５
月
～
７
月　

６
講

　

・ 

第
２
期

　
　

 

心
理
学
部「
心
を
科
学
す
る
」

10
月
～
11
月　

６
講

⑾ 

総
会
、
委
員
総
会
、
実
行
委

員
会
（
８
回
）、
役
員
候
補
者

指
名
委
員
会
（
２
回
）、
会
計

監
査
の
開
催

⑿ 

慶
弔
規
定
に
も
と
づ
く
祝
金

及
び
弔
慰
金
・
樒
料
の
給
付

教
育
後
援
会

総
会
開
催

　

２
０
１
４
年
度

　
２
０
１
３
年
度
収
支
決
算
報
告　

　
及
び
会
計
監
査
報
告　
　
　
　
　

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
追
手
門
学
院
教
育
振
興
会
設
立　

　
及
び
教
育
後
援
会
規
約
改
正　
　

教
育
振
興
会
設
立
の
経
緯
・
教
育

後
援
会
規
約
改
正
の
説
明
と
質
疑
応

答
の
後
、
教
育
振
興
会
の
会
則
・
教

育
後
援
会
規
約
改
正
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
１
４
年
度
役
員
案　
　
　
　

退
任
実
行
委
員
に
学
長
よ
り
感
謝

状
及
び
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
後
、
２
０
１
４
年
度
役
員
候
補
者

が
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
、
新
役

員
を
代
表
し
て
渡
辺
会
長
よ
り
就
任

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
年
度
事
業
計
画
案　
　

　
及
び
収
支
予
算
書　
　
　
　
　
　

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

最
後
に
教
育
後
援
会
の
活
動
に
対

す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
改
め
て
お

願
い
し
て
総
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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2014年度
教 育 後 援 会 役 員

2013年度教育後援会収支計算書
<2013.4.1 ～ 2014.3.31>

2014年度教育後援会収支予算書
<2014.4.1 ～ 2015.3.31>

上記のとおり報告いたします。　2014年 5月17日

追手門学院大学教育後援会　　会　長　　渡　辺　睦　翁
	 会　計　　花　立　真　理
	 会　計　　兼　光　百合子

2013年度教育後援会の会計について監査の結果、すべて適
正、かつ正確であることを認めます。2014年 5月17日

追手門学院大学教育後援会　会計監査　　大　原　慶　子
	 会計監査　　小野寺　英　子
	 会計監査　　野々村　圭　子

No. 氏　　名 役　　職
1 渡　辺　睦　翁 会 長
2 北　澤　三惠子 副 会 長
3 兼　光　百合子 副 会 長
4 堤　　　みゆき 副 会 長
5 岩　下　直　美 会 計
6 東　畑　千　尋 会 計
7 織　田　弘　美 会 計 監 査
8 野々村　圭　子 会 計 監 査
9 福　井　尚　子 委 員
10 安　田　友紀子 委 員
11 圓　山　律　子 委 員
12 小　寺　千　聡 委 員
13 一　瀬　隆　子 委 員
14 岸　本　起久子 委 員
15 鶴　田　順　子 委 員
16 平　塚　亜矢子 委 員
17 坪　田　玲　子 委 員
18 岩　村　公　江 委 員
19 富　田　善　美 委 員
20 谷　村　仁　代 委 員
21 田　中　里　香 委 員
22 森　下　純　江 委 員
23 堀　井　裕　司 委 員
24 上　原　裕　香 委 員
25 安孫子　浩　子 委 員
26 小　村　美　幸 委 員

（単位：円）

収
入
の
部

科　　目 予算額 決算額 差　　異
会 費 60,580,000 59,130,000 1,450,000
会 員 研 修 参 加 費 1,200,000 1,285,750 △ 85,750
受 取 利 息 配 当 金 12,000 13,434 △ 1,434
雑 収 入 45,000 823,000 △ 778,000
当 年 度 収 入 合 計 61,837,000 61,252,184 584,816
前 年 度 繰 越 金 52,630,676 52,630,676 0
収 入 の 部 合 計 114,467,676 113,882,860 584,816

支
出
の
部

会 議 費 500,000 393,022 106,978
会 員 研 修 費 3,000,000 2,582,193 417,807
教 育 懇 談 会 援 助 費 1,000,000 542,365 457,635
学 生 奨 学 金 助 成 費 11,000,000 9,000,000 2,000,000
学 生 関 係 援 助 費 4,830,000 3,862,395 967,605
記 念 事 業 協 力 費 2,500,000 2,500,000 0
会 報 作 成 費 900,000 953,989 △ 53,989
キャンパスガイド作成費 1,000,000 803,880 196,120
卒 業 謝 恩 会 費 13,000,000 9,187,628 3,812,372
記 念 品 費 8,900,000 9,296,400 △ 396,400
慶     弔     費 680,000 569,000 111,000
通     信     費 2,200,000 1,948,828 251,172
事     務     費 1,000,000 1,093,736 △ 93,736
広 報 費 530,000 482,055 47,945
雑 費 250,000 22,790 227,210
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
学 生 支 援 基 金 10,000,000 10,000,000 0
予 備 費 3,050,000 0 3,050,000
当 年 度 支 出 合 計 67,840,000 56,738,281 11,101,719
次 年 度 繰 越 金 46,627,676 57,144,579 △ 10,516,903
支 出 の 部 合 計 114,467,676 113,882,860 584,816

（単位：円）

収
入
の
部

科　　目 14年度予算額 13年度予算額 差　　異
会 費 63,140,000 60,580,000 2,560,000
会 員 研 修 参 加 費 1,140,000 1,200,000 △ 60,000
受 取 利 息 配 当 金 13,000 12,000 1,000
雑 収 入 15,000 45,000 △ 30,000
当 年 度 収 入 合 計 64,308,000 61,837,000 2,471,000
前 年 度 繰 越 金 57,144,579 52,630,676 4,513,903
収 入 の 部 合 計 121,452,579 114,467,676 6,984,903

支
出
の
部

会 議 費 500,000 500,000 0
会 員 研 修 費 3,000,000 3,000,000 0
教育・就職講演会援助費 1,000,000 1,000,000 0
学 生 奨 学 助 成 費 14,750,000 11,000,000 3,750,000
学 生 関 係 援 助 費 6,700,000 4,830,000 1,870,000
記 念 事 業 協 力 積 立 金 2,500,000 2,500,000 0
会 報 作 成 費 1,000,000 900,000 100,000
キャンパスガイド作成費 1,000,000 1,000,000 0
卒 業 記 念 パ ー テ ィ ー 費 8,900,000 13,000,000 △ 4,100,000
記 念 品 費 4,740,000 8,900,000 △ 4,160,000
慶 弔 費 600,000 680,000 △ 80,000
通 信 費 2,000,000 2,200,000 △ 200,000
事 務 費 1,000,000 1,000,000 0
広 報 費 500,000 530,000 △ 30,000
雑 費 50,000 250,000 △ 200,000
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
学 生 支 援 基 金 積 立 金 10,000,000 10,000,000 0
予 備 費 3,050,000 3,050,000 0
当 年 度 支 出 合 計 64,790,000 67,840,000 △ 3,050,000
次 年 度 繰 越 金 56,662,579 46,627,676 10,034,903
支 出 の 部 合 計 121,452,579 114,467,676 6,984,903

＜注＞当期から次のとおり勘定科目名を変更する。
（１）教育・就職講演会援助費（旧教育懇談会援助費）
（２）記念事業協力積立金（旧記念事業協力費）
（３）卒業記念パーティー費（旧卒業謝恩会費）
（４）学生支援基金積立金（旧学生支援基金）
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２
０
１
４
年
度
春
学
期
末
学
位
授
与
式
・

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
４
年
度
春
学
期
末
学
位
授
与
式
・

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

教

育

後

援

会

給

付

奨
学
金
交
付
式
挙
行

　
新
入
生
保
護
者
の
た
め
の

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
保
護
者
の
た
め
の

　
　
　
講
演
会
を
開
催

９
月
26
日
㈮
、
２
０
１
４
年
度
春

学
期
末
学
位
授
与
式
が
大
学
１
号
館

３
階
会
議
室
５
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
30
分
に
開
式
し
、
国
歌

斉
唱
後
、
坂
井
学
長
よ
り
卒
業
生
に

学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
理
事
長
・
学
長
式
辞
、
来
賓
紹
介
、

卒
業
記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
最
後

に
慣
れ
親
し
ん
だ
学
院
歌
を
斉
唱

し
、滞
り
な
く
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

式
後
、
食
堂
棟
３
階
に
て
卒
業
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

川
原
理
事
長
祝
辞
、
教
育
後
援
会
渡

辺
会
長
・
校
友
会
林
田
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
坂
井
学
長
の
乾
杯
の
音
頭

で
会
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

多
数
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
わ
ず
か
１
時
間
余
と
い
う
短
い

ひ
と
と
き
で
し
た
が
、
卒
業
生
た
ち

と
の
間
に
は
楽
し
い
語
ら
い
の
輪
が

広
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
卒
業
生
代
表
よ
り
謝
辞
が

あ
り
、
名
残
惜
し
み
つ
つ
卒
業
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
教
育
後
援
会
給
付

奨
学
金
交
付
式
を
春
学
期
４
月
26
日

㈯
、
秋
学
期
９
月
26
日
㈮
に
挙
行
し

ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
教
育
後
援
会
の
資

金
を
も
っ
て
創
設
し
、
修
学
の
熱
意

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
へ
の
援

助
・
学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
に
て
給
付
枠
20
名

か
ら
30
名
へ
の
拡
大
が
承
認
さ
れ
、

選
考
に
よ
り
春
学
期
・
秋
学
期
を
併

せ
て
30
名
の
学
生
に
奨
学
金
を
給
付

い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、「
新
入
生
保
護
者

の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

父
母
・
保
護
者
の
皆
様
に
は
優
駿

ホ
ー
ル
で
の
「
就
職
講
演
会
」「
教

学
説
明
会
」「
み
ん
な
で
知
ろ
う
！

追
手
門
学
院
」
と
い
っ
た
講
演
会
を

を
は
じ
め
、
学
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
学
生
食
堂
無
料
体
験
、
経

営
学
部
生
と
洋
菓
子
店
が
共
同
開
発

２
０
１
４
年
６
月
14
日
㈯
午
後
１

時
30
分
よ
り
、
大
学
５
号
館
３
階

５
３
０
１
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
教
室
に

て
、
本
会
と
追
手
門
学
院
大
学
学
生

相
談
室
と
の
共
催
で
「
保
護
者
の
た

め
の
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
神
戸
女
学
院
大
学
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
専
任
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
安
住
伸
子
先
生
を
お
迎
え

し
、「
大
学
生
の
学
生
生
活
サ
イ
ク

ル
と
心
理
的
課
題
に
つ
い
て
―
子
育

て
と
子
離
れ
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の

―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

安
住
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
貴
重

な
ご
経
験
か
ら
、
自
立
の
時
期
と
言

わ
れ
る
大
学
生
期
の
子
供
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
と
心
理
的
課
題
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
自
立
さ
せ

し
た
商
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
や
「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ン
・
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー

の
世
界
」
展
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

へ
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
キ
ャ
ン

パ
ス
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

る
こ
と
を
焦
る
あ
ま
り
過
保
護
に

な
っ
て
し
ま
う
親
子
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
を
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
問
題
が
表
面
化
し
た
時
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
な
の
か
」
ま

た
「
子
供
の
自
立
と
親
の
子
離
れ
」

に
つ
い
て
様
々
な
ヒ
ン
ト
を
示
し
て

い
た
だ
き
、
来
場
さ
れ
た
約
50
名
の

保
護
者
の
方
々
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
保
護
者
の
方
々

を
対
象
に
し
た
学
生
相
談
室
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
相
談
会
を
設
け
、
ご
相

談
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2014 年特別公開講座「おうてもん塾」
は、追手門学院大阪梅田サテライトにて、
第１期５月～６月「経済学入門」・第２期
10 月～ 11 月「使える心理学」というテー
マで各期６回開講されました。

皆様の教養を高め、知的好奇心を満足
させる生涯学習の一端を担う事業として
毎年開講し、多くの方々にご参加いただ
いております。今年度も教育後援会会員
をはじめとする参加者の方々が毎回熱心
に受講されていました。

特別

公開講座
追手門学院大学社会人教室
「おうてもん塾」
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第48回

将軍山祭将軍山祭

2014年
11２日 ４火

テーマ

第 48 回の将軍山祭が今年度も開催されました。
初日は雨の心配もされましたが、イベントに大きな
支障もなく３日間を無事終えることができました。
将軍山祭の運営にあたり、御支援ご協力ください
ました関係者の皆様に、委員会を代表いたしまして
厚く御礼申し上げます。
昨年度、「新たになった学園祭をこの先に活かすか
どうかは今年次第！」という想いで１年間活動して
まいりました。それを背中に背負った今年度のテー
マが「よってこや！」。それは、もっともっと多くの
人に「追手門」を、「山祭」を知ってもらい、また笑
顔になっていただきたい。そして、なにより追手門
の学園祭…追大生が１番盛り上がる学園祭にしたい。
そんな様々な想いがつめられて一言になった今年の
テーマでした。
そして、そのテーマをもとに、この３日間は多く
のイベントの盛況とともに多くの笑顔を見ることが
出来ました。その笑顔は１年間の活動が報われる最
高の笑顔でした。
来年以降も今年以上の笑顔や盛況を目指し委員会
一同活動してまいりますので、御支援ご協力の程よ
ろしくお願いします。

第48回将軍山祭実行委員長談
経済学部　経済学科　４年　白井　正晴

将
軍
山
祭
期
間
中
の
11
月
２
日
㈰

に
大
学
校
友
会
主
催
の
第
24
回
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
が
食
堂
棟
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
２
０
１
６
年
に
迎
え

る
大
学
創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
交

歓
会
と
し
て
、
大
学
校
友
会
の
総
会

や
分
野
別
同
窓
会
が
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
将
軍
山
会
館
で
は
第

１
期
卒
業
生
か
ら
の
「
卒
業
ア
ル
バ

ム
展
」
や
初
代
学
長
の
展
示
物
を
集

め
た
「
天
野
利
武
展
」
が
開
催
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
卒
業

生
と
家
族
た
ち
が
母
校
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ア
メ
リ
カ
民
謡
研
究

部
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
の
演
奏
と
共
に
、
恩

師
や
級
友
と
の
旧
交
を
温
め
あ
う
光

景
が
各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
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平
成
26
年
10
月
30
日
㈭
13
時
20
分

～
16
時
30
分
、
優
駿
ホ
ー
ル
に
お
い

て
今
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
春
学
期
開
講
の
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
基
礎
」と
秋
学
期
開
講
の「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
」
と
が
独
立

開
講
と
な
っ
た
た
め
、報
告
会
は「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
」
履
修
学
生

を
中
心
と
し
て
準
備
、
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
で
考
え

る
と
、秋
学
期
の「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
実
習
」
は
「
Ｃ
：
検
証
」
→
「
Ａ
：

改
善
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て

の
課
題
発
見
と
解
決
へ
」
に
あ
た
る

も
の
で
あ
り
、
夏
季
休
暇
期
間
中
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
に
参
加
し

た
学
生
の
履
修
を
期
待
し
ま
し
た

が
、
事
後
学
習
の
意
義
・
重
要
性
を

学
生
に
十
分
に
理
解
さ
せ
る
に
到
ら

ず
、
実
習
参
加
者
全
員
履
修
と
な
ら

な
か
っ
た
の
は
、
今
後
の
課
題
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

報
告
会
は
３
部
構
成
と
し
、
本
学

地
域
文
化
創
造
機
構
の
支
援
・
協
力

を
得
て
、
同
機
構
主
催
の
毎
日
放
送

人
事
局
キ
ャ
リ
ア
推
進
部
長　

大
谷

邦
郎
氏
の
ご
講
演
会
を
学
生
の
実
習

報
告
・
就
職
活
動
報
告
と
学
生
・
実

習
ご
協
力
先
社
会
人
と
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
間
に
実
施
し

ま
し
た
。
講
演
会
に
ご
参
加
頂
い
た

学
外
の
皆
様
方
に
は
、
何
か
と
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
大
谷
氏
の
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ

た
ご
講
演
は
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
実
習
ご
協
力
先
の
皆
様
方
に

も
非
常
に
好
評
で
、
形
式
的
に
な
り

が
ち
な
報
告
会
に
刺
激
を
与
え
て
頂

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

報
告
会
の
１
部
で
は
今
年
度
実
習

参
加
学
生
２
名
に
よ
る
代
表
発
表
と

前
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
学

生
（
４
年
生
）
１
名
に
よ
る
就
職
活

動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
代
表
発
表

の
内
容
は
下
欄
掲
載
の
通
り
で
す
。

４
年
生
の
就
職
活
動
報
告
で
は
、

自
分
の
強
み
を
最
大
限
に
発
揮
し
て

就
職
先
決
定
に
到
っ
た
報
告
が
行
わ

れ
、「
飾
ら
ず
自
分
ら
し
く
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
後
輩
学
生
に
は

特
に
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。
発

表
後
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、
活

発
な
応
答
が
な
さ
れ
、
報
告
会
に
参

加
し
た
学
生
の
意
識
の
高
さ
が
十
分

発
揮
さ
れ
て
い
た
と
、
実
習
ご
協
力

先
の
方
々
か
ら
評
価
頂
き
ま
し
た
。

３
部
で
は
、
学
生
の
グ
ル
ー
プ
に

実
習
ご
協
力
先
の
皆
様
方
が
適
宜
参

加
頂
く
形
式
で
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
学
生

生
活
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

社
会
人
の
方
々
に
参
加
頂
く
こ
と

で
、
学
生
目
線
に
偏
り
が
ち
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
客
観
的
・
論
理

的
視
点
が
提
示
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
が

多
く
、
学
生
に
と
っ
て
は
非
常
に
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

報
告
会
の
企
画
・
運
営
の
主
要
部

分
も
学
生
が
主
体
的
に
引
き
受
け
、

代
表
発
表
だ
け
で
な
く
、
受
付
・
司

会
・
講
師
紹
介
・
謝
辞
を
担
当
し
た

学
生
達
は
、
授
業
・
部
活
動
・
大
学

祭
の
準
備
等
、
い
ろ
い
ろ
な
時
間
制

約
の
あ
る
中
、
熱
心
に
事
前
準
備
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
中
で
も

司
会
担
当
の
２
名
の
学
生
は
、
タ
イ

ム
テ
ー
ブ
ル
・
司
会
原
稿
の
作
成
・

確
認
、
リ
ハ
ー
サ
ル
等
、
一
番
負
担

の
大
き
い
役
割
で
し
た
が
、
よ
り
よ

い
報
告
会
に
す
る
べ
く
、
寸
暇
を
惜

し
ん
で
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

決
し
て
人
前
で
話
す
こ
と
が
得
意

な
学
生
ば
か
り
で
は
な
く
、
本
番
で

は
練
習
の
成
果
を
完
全
に
発
揮
で
き

な
か
っ
た
学
生
も
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
思
い
切
っ
て
挑
戦
し
、
周

囲
が
温
か
く
協
力
し
て
く
れ
た
と
い

う
体
験
が
、
今
後
の
学
生
生
活
の
充

実
に
向
け
た
大
き
な
支
え
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
本
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
充
実
・
発
展
に
向
け
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

元
々
営
業
の
仕
事
を
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
営
業
同
行
が

で
き
る
実
習
先
を
探
し
ま
し
た
。
ま

た
、Ｉ
Ｔ
に
も
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、

富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
さ
ん
で
の

実
習
を
希
望
し
ま
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
た
の
は
文
京
営
業
部
で
、
実
習

は
大
学
や
高
校
へ
の
営
業
同
行
が
中

心
で
し
た
。
実
習
で
は
大
き
く
二
つ

の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
最
後
は

営
業
の
人
間
力
で
買
っ
て
い
た
だ
け

る
か
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
と
こ
ろ
か
ら
連
絡
が
入
り
続
け
る

私
は
高
校
生
の
時
に
北
摂
に
引
っ

越
し
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
の

暮
ら
し
や
す
さ
に
驚
き
、
行
政
の
仕

事
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
高
槻
市
で
の
実
習
を
希
望

し
ま
し
た
。

実
習
で
は
13
日
間
で
６
ヵ
所
の
部

署
や
施
設
を
回
り
ま
し
た
。
特
に
小

学
生
が
集
ま
る
施
設
で
の
実
習
で

は
、
私
が
関
わ
っ
た
こ
と
で
変
化
が

見
ら
れ
た
子
ど
も
が
い
た
と
職
員
の

方
に
言
っ
て
い
た
だ
き
、
心
理
学
部

心
理
学
部 

心
理
学
科
２
年
生
（
参
加
時
）

新 

宮  

爽 

々実
習
先
：
高
槻
市

経
営
学
部 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
３
年
生（
参
加
時
）

高 

谷  

慶 

輔

実
習
先
：
株
式
会
社
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

中
で
し
っ
か
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管

理
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
営
業
の
仕

事
は
や
っ
ぱ
り
か
っ
こ
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
残
り
の
学
生
生
活
の
中

で
も
、
仕
事
を
し
て
い
る
自
分
を
想

像
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
身
に
付
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
学
ん
で
き
た
人
と
の
接
し
方
を
実

践
で
き
た
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま

す
。
実
習
全
体
を
通
じ
て
、
他
者
が

自
分
に
向
け
る
態
度
や
言
動
は
、
鏡

の
よ
う
に
自
分
の
言
動
を
映
す
も
の

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
今
後
も
人
へ
の
丁
寧
な
関
わ

り
方
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
報
告
会
開
催
報
告

基
盤
教
育
機
構
准
教
授

土 

肥  

眞 

琴

平
成
26
年
度
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大学専用
オリジナルプリント
千寿せんべい

大学専用
オリジナルプリント
千寿せんべい

大学専用オリジナルプリントの千寿せ
んべいの販売を始めました。
オリジナルプリントせんべいの販売に
はお申し込みから２週間かかります。

オリジナルプリント  8 枚入　1,400円＋消費税　
オリジナルプリント12枚入　2,000円＋消費税　
オリジナルプリント16枚入　2,900円＋消費税

京菓子處鼓月 大阪本町店　TEL：06－6202－0121

価　格

お問合せ先

12 枚入 大学専用掛紙

セミナー室

エレ
ベーター

エレ
ベーター

トイレ

学習
支援室
“間MA”

中央棟 B１

教職支援
センター

教育開発
センター

入口

場所

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

お
笑
い
コ
ン
ビ
・
ロ
ザ
ン
の

客
員
教
授
就
任
の
お
知
ら
せ

お
笑
い
コ
ン
ビ
・
ロ
ザ
ン
の

客
員
教
授
就
任
の
お
知
ら
せ

お
笑
い
コ
ン
ビ
・
ロ
ザ
ン
が
９
月

14
日
㈰
、
本
学
客
員
教
授
に
就
任
し

ま
し
た
。

当
日
は
記
者
発
表
を
行
い
、
坂
井

東
洋
男
学
長
が
「
努
力
す
る
こ
と
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
生
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
菅
広
文
さ
ん

と
宇
治
原
史
規
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
辞

令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ロ
ザ
ン
の
お
二
人
に
よ

る「
笑
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
模
擬
講
義
を
行

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意

を
熱
く
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

ロ
ザ
ン
の
お
二
人
は
11
月
３
日

（
月
・
祝
）
の
大
学
祭
・
将
軍
山
祭

で
公
開
授
業
を
行
う
な
ど
、年
数
回
、

本
学
学
生
向
け
に
特
別
講
義
を
行
い

ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
で
は
、
教
員
を

志
す
在
学
生
や
卒
業
生
を
支
援
す
る

た
め
「
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
す
で

に
、
新
編
集
の
「
教
員
採
用
試
験
対

策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
よ
る
「
教
職

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、

「
追
大
卒
業
生
教
員
と
の
交
流
会
」、

「
一
般
教
養
模
擬
試
験
」、「
教
職
教

養
・
一
般
教
養
対
策
勉
強
会
」、「
採

用
試
験
直
前
対
策
講
座
」、「
個
人
面

談
」
な
ど
を
実
施
し
て
、
多
数
の
在

学
生
・
卒
業
生
が
そ
れ
ら
に
参
加
し

ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

教
職
を
め
ざ
す
本
学
学
生
に
、
ぜ

ひ
セ
ン
タ
ー
の
ご
活
用
を
お
す
す
め

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
支
援
内
容

・
個
人
相
談
受
付

・
個
別
学
習
プ
ラ
ン
の
作
成

・
教
員
採
用
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

講
座
、
学
習
会
等
の
開
催

・�

教
職
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
や
学
校

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介

・
教
員
採
用
試
験
に
関
わ
る
情
報
提
供

・
卒
業
生
教
員
等
の
交
流
・
連
携
な
ど

■
利
用
案
内

・�

セ
ン
タ
ー
利
用
時
間
お
よ
び
問
い

合
わ
せ
時
間

　

月
～
金　

10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

12
時
30
分
～
17
時

　
（
図
書
・
資
料
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
）

・
個
人
相
談
受
付
時
間

　

月
・
火　

12
時
40
分
～
17
時

　

金　
　
　

13
時
20
分
～
17
時

・
連
絡
先

　

０
７
２�

―�

６
４
１�

―�

９
１
８
７

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

�
E-m
ail:kyoshi@

otem
on.ac.jp

　アメフト関西学生リーグ戦（２
部Ａブロック）にて、本学アメフ
ト部 SOLDIERS（ソルジャーズ）
が全勝でブロック首位達成。
　悲願の 38 年ぶり１部リーグ復
帰に向け、12 月７日（日）に京
大と対戦しましたが、残念ながら
悲願達成にはなりませんでした。
　SOLDIERS の健闘を称え、また
来期に期待したいと思います！

地
域
を
活
か
し
、
世

界
に
勇
躍
す
る
人
材
を

育
成
す
る
「
地
域
創
造

学
部
」
を
、
来
春
開
設

い
た
し
ま
す
。

地
域
に
出
て
、
地
域

か
ら
実
践
的
に
学
ぶ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
演
習
科

目
（
必
修
）
の
設
置
や
、

修
学
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
基
づ
く
組

織
的
修
学
支
援
体
制
の
構
築
な
ど
を

通
じ
て
、
本
学
の
次
の
50
年
を
リ
ー

ド
す
る
学
部
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

© YOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD.

地域創造学部 開設
武田  佐知子（学部長予定）

追大アメフト

２部 A ブロック

首 位 達 成
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★ 

追
手
門
学
院
大
学

　

第
７
回 

文
章
表
現
コ
ン
ク
ー
ル

　

 「
青
が
散
る
」A

w
ard 

授
賞
式
典

会 

場　

 

追
手
門
学
院

�

大
阪
城
ス
ク
エ
ア

月 

日　

２
０
１
５
年
１
月
31
日
㈯

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
「
青
が
散
る
」A

w
ard

　
　

授
賞
式
典
及
び
朗
読
会

　
　

14
時
～

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

�

追
手
門
学
院
一
貫
連
携
教
育
機
構

　
　

０
７
２

－

６
４
１

－
９
６
５
９

★
学
位
授
与
式

日 

時　

２
０
１
５
年
３
月
18
日
㈬

�

11
時
開
式

�
�（

10
時
ま
で
に
集
合
）

場 

所　

追
手
門
学
院
大
学 
体
育
館

★
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

日 

時　

２
０
１
５
年
３
月
18
日
㈬

�
�

16
時
30
分
開
始（
16
時
開
場
）

場 

所　

�

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

大
阪
（
Ｊ
Ｒ
大
阪
城
公
園

駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

★
入
学
式

日 

時　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
㈬

�
�

10
時
開
式

�
�（

９
時
30
分
ま
で
に
入
場
）

場 

所　

追
手
門
学
院
大
学 

体
育
館

★
教
育
後
援
会
新
会
員
歓
迎
会

日 

時　

�

２
０
１
５
年
４
月
１
日
㈬

�

入
学
式
終
了
後

場 

所　

追
手
門
学
院
大
学

�

６
号
館
優
駿
ホ
ー
ル
他

★「
桜
の
縁
」（
お
茶
会
）

日 

時　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
㈬

�

新
会
員
歓
迎
会
終
了
後

場 

所　
「
松
籟
庵
」
及
び

�

「
将
軍
山
会
館
」

お
知
ら
せ

保　健　
室

健康診断 健康相談

保健室は健康診断、応急処置、健康相談、健康教育などを主な
業務として、学生の皆さんが豊かな大学生活を送れるよう健康面
からサポートしています。身体の調子が優れないときはもちろん、
健康や体のことについての相談や健康に関する知識や技術等の質
問など、健康な人でも利用することができます。病気や検査に関
する専門書やパンフレットおよびビデオ、栄養や料理などの健康
に関する資料もそろえてありますので気軽に利用してください。

大学では、学校保健安全法に基づき、「定期健康診断」を前年度
の３月末頃と４月の２回に分けて実施しています。全学生が毎年受
診する義務があり、大学で受診できなかった場合には、最寄りの保
健所か医療機関で受診し、診断書を提出していただくことになって
います（個人で受ける健康診断の費用は個人負担になります。）。

健康診断は、病気や身体の異常を早期発見できるだけでなく、自
分自身の健康を客観的に把握し、日常生活を見直すきっかけにもな
りますので、必ず受診していただきますようお願い申し上げます。

保健室では、随時健康相談を受け付
けています。必要に応じて医療施設や
専門医の紹介もしていますが、毎週火
曜日の14時から16時には、学校医に
よる健康相談も実施しています。病気
や身体的な悩みの相談はもちろんのこ
と、保健衛生の知識や栄養に関するこ
とまで、また専門的なことから素朴な
疑問にまでどんなことでも遠慮なく相
談してください。また、保健室では、
禁煙支援にも力を入れていますので、
禁煙したいけれどもなかなかうまくい
かないとお悩みの学生さ
んはぜひご利用下さい。

2015年度は、３月30日㈪、４月６日㈪・７日㈫・８日㈬に予定して
います。なお、日程については、他の行事とのかね合いで変更するこ
とがありますので、詳細は、１月末頃には学内掲示板、UNIVERSAL 
PASSPORTを通じてお知らせしますのでご確認下さい。健康診断の項
目は、胸部レントゲン間接撮影・尿検査（糖、蛋白、潜血）・血圧測定・
医師診察・身体測定（身長、体重、視力）・色覚検査（希望者のみ）となっ
ていますが、学校医が必要と判断した学生には、５月中頃に胸部レン
トゲン直接撮影・血沈検査・心電図検査を別途実施します。

　学長杯「追大をプレ
ゼンしよう！」グランプリを開催して
います。大学を元気にし、追手門の良さを世の中に知っ
てもらう、意欲的な学生発案の企画を募集しました。
学長の前で、練り上げた企画をプレゼンテーションし、
９件が採択されました。それぞれの企画は既に進行し
ております。追大生の元気な活動にご期待下さい。
お問い合わせ：追手門学院大学学事課
	 電話番号　072－ 641－ 7749

健康診断を
受けましょう

追大をプレゼンしよう！


